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1 ．は じめに
一 日本海 と 環 日本海

　環 口本海地域に お ける学術交流の 進展に と っ て 、地 域 の 自然的諸条件に 関す る現在 まで の 知見

を総括す る こ とは、ひ とつ の 重要 な課題で ある。こ こ で は 、筆者の 専門とす る地 質学 の 分 野 に つ

い て 、近 年 の 概括的文献 （地 質図 な ど） の 主 な もの を 紹介 し、あわ せ て 自然研究 の 当面 の 課題 に

つ い て コ メ ン ト し 、 将来の交流お よび協同研究の 推進 の 方途を さ ぐるた め の
一

助 と し た い 。

　と こ ろ で 、「日 本海 」 とい う呼称は 広 く用 い られ 、英語圏で は
“
the　Sea 。f　Japan

”
が慣用され

て きた が、近 年で は
“
Japan　Sea

”

が用い られる場合も多い
。 全世界 の 海洋を対象 と し て 国 際 協

力に よ っ て 編集され た 「世 界大 洋水 深 図 」（General　Bathyrnetric　Chart　of　the　Oceans ，略称

GEBCO ） で は 、　
“

Japan　Sea
”

と され て い る （第 1 図）。韓国及び朝鮮民主主 義人民共和国で は 、

「東海」 （East　Sea　of　Korea） と い う呼称が 用 い られ て い る。「日本海 」 と い う呼 称 の 由来や 変

遷、な らび に 国際的 な呼称 の 経緯に つ い て は 、高瀬 重雄 （1984）に よ る 「日本海 の 名づ け親を求

め て 」 とい う論考
．
が ある。

　 「環 日本海」 と い う呼称が 、い つ 頃 か ら用 い られ て きた か に つ い て は 、 筆者ば 詳細な来歴 を知

らな い 。目本海 の 周縁地域を示す用語 と して は 、「周日本海 1が地理 学 ・地質学 の 分 野 で 用い られ

た こ ともある。1984年 9 月に   北陸経済調 査会 の 主催 で 金沢 で 開催 された 『環 口本海 （東 海）金

沢国際 シ ン ポ ジ ウム 』 は、「日本海 沿岸に お け る都市文化 と交流」 を 内容と し て い た 。そ れ よ り10

年前 に 刊行 さ れ た 著作 と し て 、日本海 七大学 研究会 （編） に よる 『環 日本海構想 と地域 開発』（日

本経済新聞社 、 1974）が あ る 。こ の よ うな経緯を ふ ま え て 、「環 ［本海学会 」 の 呼称が生 ま れ た と

解され る。

2 ．日本海の 海底地形 ・地質 に関す る調査研究の 近年の 進展

　 日本海の海底地形の大要を 、 第 1図及 び第 2 図に 示す 。

　口本海の海底 の 地形 ・地質、な らび に 日本海 の 形成史に 関する 、ユ990年 ご ろ まで の調査研究史

資料ば 、粕野 義夫 （1992）に よ っ て と りま とめ られて お り、 目本海 の 概要 に つ い て は 、『日本海 の

お い た ち』 （粕野義夫、1989） に 紹 介 され て い る。

　近年 の ソ 連 に お け る概括的著作 と し て は 、 TuEzov （1978）や KOvYLIN （1979）、　BERSENEv ほ か

（1987） が 挙げられ る。 H 本で 刊行 され た もの と し て は 、 シ ン ポ ジ ウ ム の 論文集 『日本海の 地

＊　（か せ の よ し お）北陸地質研究所 （〒 920 金 沢 市三 社町 11−30−410）
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第 1 図　大洋水深総図 （General　Bathymetric　Chart　of　the　Oceans ）に よ る日本海と周縁陸域の

　 　 地形 。GEBCO 、5・02（1979）及び 5・06（1980）に よる。紬野（1992）よ り。メ ル カ トル 投影。
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第 2 図　日本海の 海底地形の 大要。200、500、1000、2000、3000m の 等深線を示 す。
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質』 （星野
・柴崎編、1982） な どが ある。

　 日本海全域 を 対象と し た 海底地質図 と し て は 、BERSENEV と LEnKoV （1979） に よ る概要図 （第

3 図）と、BERsENEv と KRAsNY （1984）に よ る縮尺 250万 分の 1 の もの が ある 。
　 H本側 の資料 の 概

括は 、『日本地質ア ト ラ ス 』 （地 質調査所 、1982、1992） に 図示 され て い る。

　 日本海 の 海底 で実施 され た 深海掘削に つ い て は 、DSDP 　Leg31 の 結果が KAR ［G　et　al ．（1975）

に 、 ODP 　Leg127 と Legl28の 成果が TAMAKI　et　al ．（1990）、
　 INGLE　et　al ．（1990）、

　 PISCIOTTo　et

al ．（1992）、　 TAMAKI　 et　al ．（1992） に 、そ れ ぞれ 詳細 に 記述 され て い る。

3 ．日本海周縁 陸域 の地 質に関する近年の 概括的文献

　（1） 中国大陸 と北東 部

　広大な中国大陸 の 全 域 に つ い て は 、 近年数多 くの編集図や著作 が刊行 されて い る。刊行年順 に

主な もの を挙げる と、r亜 洲地質図 （500万分 の ⊥）』 （中国地 質科学研究院、1975）、
　 r中華人民共

和国構造体系図 （400万 分 の 1）』（1975）、r中華人民 共和 国地 質図 （400万 分 の 1）』 （1976）、　 r中

国大地構造 図 （400万分 の 1）』 （国家地震局広州地震大隊 、 1977）、 『［匝洲大地構造図』（800万分の

D 』 （1982）、r中国 占地理 図集』 （中国地 質科学 院地質研 究所 ・武漢地質学 院、1985）、な どが あ

る。

　 日本語に よる中国の 地質の 解説と して は 、 佐藤信次 （1979）に よ る 「中国 1 一
中国の地史」 が

ある。ほ か に 、「中国に お ける大地構造 の 基本的輪郭」 （黄汲清ほ か 、龍学明訳、1982）、『中国 の

地質構造 とそ の 発達史 （中国的大地構造及 其演化）』 〔黄汲清監修 、 龍学 明訳 、 1986） などが ある。

　中国東北部の 三省に つ い て は 、黒竜江 省 ・吉林省 ・遼寧省に つ い て 、そ れぞれ地 域地質誌が ま

とめ られ て い る。た とえ ば、黒竜江省地質礦産局に よ る r黒竜江省区域地質志』 （1982）は 、734

ペ ージ に 及ぶ 解説 と 、 縮尺 100万 分の 1 の 地質図 、 縮尺200万 分の 1 の 地質構造図と岩漿岩図か ら

な る。

　  　朝鮮半島

　朝鮮半島の 地質 に 関 す る解説 として は 、李商萬 （1979） の 「コ リ ア 半 島 の 地質 と テ ク ト ニ ク

ス 」が ある。目木統治時代の 調査資料の 要約は 、立岩巌に よ る大著 『朝鮮
一

日本列島地帯地質構

造論考一朝鮮地質調査研 究史
一

』 とそ の 補遺 （立 岩、1976、1979） と し て 公 刊 され て い る。立岩 の

著作は 、 朝鮮の ほ か 、中国東北部や ロ シ ア 極東地 域、な らび に 日本海 と 日本列島周辺を包含す る

もの で あ る。そ の 中の ひ とつ の 図を引用 し て 第 4 図に 示 す。

　朝鮮半 島 の 全域 を対象 と し た近年 の 概括的な 記述 と して は 、韓国で 編集 さ れ た 英文 の
“
Geotogy

of 　Korea ”

　（LEE ，　Dai　Sung ，1987） が あ る。また 、周辺海域の海洋地質に つ い て は 、　
“
ti！Varine

Geotog
ツ o ／Korean　Seas ”

　（CHOuGII，　Sung　Kwun ，1983）が ある。

　朝鮮民 主 主義人民共 和国 の 地質関係事情に 関す る 文 献は少な い が 、そ の
一端を 紹介 し た も の と

し て は 、高島 ・岩本 （1987）、 佐藤信次ほ か （1993、 1994）がある 。 最近、朝鮮民主主義人民共和

国科学 ア カ デ ミ
ー

地質研究所 か ら、英文 の
“Geologbl　of 　K ・ rea

”

（PAEK 　et 　 al ．，1993）が刊行 さ
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一Eleotronio 　Library 　



The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

　　　　　　 44　 0本海の海底と環口本海陸域の地質に関する近年の概括的文献の紹介、ならび に 自然研究にお げる国際協力に つ い ての コ メ ン ト

42
°

3se

十

ウ ラ ジ オ ス トク

区

● ×

x

璽
奪

　

「

　
一

厂

二

÷

三
論

×

9

　

…

崇

ー

．「

　

　

帯

礁
薫

　 ＝ 1Ω
 
ntr

　　ペ ル ヴ ェ ン ッ 海山

ゲ バ ス海山
一

　 　
一

　 　 　 　 　十
　 一　　 　 十 十　 　 　 　 　 　 　 十
　 　 　 　 十 十 十
　 　 十 十 十 十
　 　 　 十

十
十

尋
咲
而

　　o 　 ．：：｝三
1：”

L9
“
d2 ヤニ塑 吐亙

　ボ ゴ ロ フ海山
一
　　〇

　
一
＿r＝ Hr 　 l一

Ω

朝

鮮

半

島

鎌
、

轟

1！16』II

丶

十 十

l

！⊥rVi
’

　 t

hlRl

「

擾
【
甲
α

ー

凵誦

　　　　　罵

Tl｝i
ノ
∠

・沢

r3d1

．・・ …
’」” “ ” ・L・．

．

　　大

　　 地

13S
°

　 溝

口
　　　　　大陸 型 お よび

　　　　　亜 大陸型地 殼

皿
　　　　　亜大陸型 と亜海洋

　　　　　型の 中間型地殻

　
一 一

　 亜 海洋 型 地 殻

［Zi大断裂

巨i］小断裂

国 富 山醐 谷

「 ］続 系一第・系

・：：：
’
：：：
’：
：

’
：
一’t，漸新

〜
中新統

回
　　　　　圭「第三 糸己　・新第三

　　　　　紀の 玄武岩火山

罍
　　　　　上部 白亜系 ・古

　　　　　第三 系

 
　　　　　下部 白亜 系お よ

　　　　　び
“

中生 界
”

驪
　　　　　

’ 
古生 界

”

お よび

　　　　　 ペ ル ム 系

囲
　　　　　下部原生界 ， リフ ェ アン

　　　　　お よび原生代の 変成岩

x　 メ 　 ス　 メ 　 x

xx 　x　x　x　白亜 糸己彳麦其月
X　 X　 X　 X　ヌ

＋
＋
＋

＋
＋

＋ 古 生代 後期
　 　 十

＋　串　s　原生代および

＃ ＋

＋

＋ 　リフ ニL ア ン

カ

コ

ウ

岩
類

第 3 図　日本海の 海底地質図。ベ ル セ ネ フ と レ リ コ フ （1979）、紬野、桑野訳 （1980）に よる。
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第 4 図　環 日本海 大陸地域 （朝鮮 半 島
・
中 国東北部

・
ロ シ ァ極東） の 地形 大要。立岩

　　　　よ り。打点 は平地 ・丘陵地 、横線は新生代火 山岩 （主 に玄武 岩） の 分布域 。

巌 （1976）

1．ヤ ブ ロ ノィ （Yablonovy ）山脈，　 2．ボル ス コス ニー（Borscosny）山脈，　 3．ネル チ ン ス キ
ー

（Nerchinski）山脈，4，大興安嶺山脈，5，ツ ル ナ （Turna ）山脈，6．ブ レ ィ ン ス キ
ー

（Bureinski）

山脈，7．シ ホ テ ァ リン （Sikhote　Alin）山 脈，8．凌 源山脈，9．大青山 山脈，10、松嶺 山脈，11．大

黒 山山脈，12．薩 哈亮 山脈，13，老 張広山脈，14，張広才嶺 山脈，15，遼東 半島脊梁 山脈，t6．長 白

山脈 ，
17、完達山脈 ，

18
： 江北山脈，19、狄踰嶺山脈，20．赴戦嶺山脈，21．小長白山脈，22．車嶺

出脈，　 23．芦嶺山脈，　24、小 白山脈，　 25．広州山脈，26．（黒 竜江中流 ・ゼーヤ 川 両水城 間の 分水

嶺），27．黒遼分水界，　 28，小興 安嶺 山脈，　 29，太 白山脈，　 30，摩 天 嶺山脈，　 31．七 老図 山脈，
32．燕 山山脈，　 33．ス タノ ボ イ （Stanevo ；〉山脈，　 34，ツ ク リン グ ラ （Tukringra ）山脈，3S．ソ

レ ム ジ ン ス キ ー（Solernzinski）山脈，36．ジ ャ グジィ （Dzhagdy ）山脈，　 A ．大青山 （海抜 1，H5m ），
B．五竜山 （海抜 2，0SOm ），　 C ．泰 山 （海抜 1，S32　rn ），　 D ．白頭山 （海誌 2，75且m ）．
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れ た 。ま た 、中央鉱物資源 調査所 （Central　GeoLogica！　Survey　of 　Mineral　Resources）の編集に よ

る地質図 （10Q万 分 の 1） と構造図 （100万 分 の ／）、 及び それ らの 解説 が 1994年 に 刊行 さ れ た 。

　（3） P シ ア極東地域

　 ロ シ ア 極東地 域 に つ い て の 概説と し て ば 、 ドブ レ ツ ォ フ と チ コ フ 著、平山訳 （1979） に よる

「北東 ア ジ ア 地 域 の 地質概説」が ある 。
こ の 広 大 な地 域 に 関す る文献は 、日本 で は あま り紹介さ

れ て い な い 。参照 しやす い 概括的文献 と し て は 、 1970年 ごろま で に 1二哘 され た ソ 連邦地域別地質

誌があ り 、 それぞ れ縮尺 100万 分 の 1 の 地質図が付 され て い る。プ リ モ
ーリ エ （沿海地方）に つ い

て は BERsENEv （1969）、ハ バ ロ フ ス ク 地方 と．ア ム ール 州に っ い て は KRAsNY （1966）、サ ハ リ ン に

つ い て は VERESHCHAGIN （1969） が編集 し て い る 。

　その ほ か、SHILO と KoSYGIN （1982）に よ る極東地域 の 火山構造図 （縮尺 150万分 の 1）が 刊行

され て い る。ま た 、 MILANOVSKY （1991）の 『ソ 連邦 の 地質』第 3 巻に は 、 極東地域 を 含 め た 太平

洋北西 部変動帯 の 概説が あ る。同書 の 「シ ホ テ ア リ ン ・サ ハ リ ン 地 域 の 地 質構造図」 を 、 押 手敬

訳 （1995）か ら引用 し て 第 5 図に 示す。

　 （4＞　　日本 5ilj島

　 凵本列島と周辺 の 地 質に つ い て は 、数多 くの 文献が ある。 こ こ で は 、地質図な どを中心 と した

近年 の 概括 的 な もの を挙げ る に とどめ る 。 日本列島 の 地質情報を と り ま とめ た も の と し て 、地質

調 査所 の 創立 100周年を 記念 して編集 ・出版され た 「日本地質ア ト ラ ス 』 （地質調査所、1982） と、

そ の 第 2 版 （1992） が あ る。こ の ア ト ラ ス に ば 、縮尺 100万分 の 1地質図の ほ か 、 さまざまな地質

情報が コ ン パ ク トに 図示 され て い て参照に 便利 で あ る。

　 （5）　　環 日本
・
海地域

　 日本海周縁 の 陸域に つ い て は 、縮尺 100万 分 の 1程 度 の 地 質図が、新旧の 差 は ある に せ よ、それ

ぞれ の地域に つ い て公刊 され て い る。最新 の 知見を総括 し て
、 ひ とつ の 考え 方に よ っ て統

一的 に

整理 する こ とは、現状で は 未だ 困難で ある。各地域の 調査研究機閧や大学 ・研究者相互 間 の 交流

は 、 近年 ま で は 極め て 困難で あ っ た し 、 現在な お 多 くの 難 問 を か か え て い る。将来、密接な情報

交換 と研究者間 の 交 流 が 一
段 と進展 し、共同 プ ロ ジ ェ ク トや協同研究 を基礎 と し た 交流が展開 さ

れ る こ とが 期待 され る。

　 現時点で は 、 H 本列 島 と大 陸地域を含め た 総括的な 地 質情報や解説 は きわ め て少な い 。日本 で

出版 され た も の と し て は 、 地質調査所編集に よる 『日本及 び隣接地域地質図』 （縮尺 500 万 分 の

1）（寺岡易司 ほ か 、1992） と、同 じ く 『目本及 び 隣接地域鉱物資源図』 （縮尺 500万分の D （須

藤定久ほ か 、1992） が あ るに す ぎな い 。

　 環 日本海の 全域 （日本海を含む）の 地質情報を概括 した も の と して は 、 『環 円本海経 済圏地質鉱

産図』 （縮尺 400万分 の 1） （産業地質科学研究所、1992）があ り、 茅原
一

也 （1992）に よ る 説明書

が付され て い る。ほ か に 、北東 ア ジ ア 地域 の 自然と地質 ・地 下資源 な ど を 含め た 解説書 と し て 、

　『北東 ア ジ ア の 自然』 （島津光夫 、1994〕 が あ る。

　 ア ジ ア 大陸 と 日本列島との 間に あ る 日本海 の 起源 と形成過程 は 、地球科学上 の
一

大課題で ある。
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日本海が、白亜紀後期か ら現在に 至る 間に 、
マ ン トル の 動 きに 伴 う裂開過程で 形成 され た と い う

考え （仮説）を第 6 図 に 示 す。
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第 5図　シホテ
・
ア リン 、サ ハ リン 地域の 地質構造図。E．E．ミラ ノ フ ス キー 「ソ連邦の 地質」 第

　　 　3 巻 （1991）、押手 敬訳 （1995）に よる。（説明 は 次 ペ ージ）
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1 一古期 卓状 地 の 楯 状地 ；2 一
ウ ラル

ー
蒙 古変動 帯の ア ム ール

ー
オ ホ

ー
ツ ク地 区の ヘ ル シ ニ ア

ーキ ン メ ル

後期褶曲帯 （a ） と周縁 凹地 （6 ） ； 3〜5 一ブ レ イ ノ ードゥ ン ベ イ ・メ タ卓 状 地 地域 ：3 一隆 起 した メ

タ卓状地 マ ッ シ
ー

フ ； 4 一古生 代 と中生 代に 構 造 運動 と火成作 用に よ る変形 を受 け t 沈降した ハ

．
ン カ ・

マ

ッ シーフ の 周 縁 部 ； 5 一
西 プ リ モ ル ス カ ヤ 古生 代 オ

ー
ラ コ 地 向斜 褶曲帯 ； 6 〜18一太平 洋変動帯 ： 6 〜13

一
シ ホ テ

ー
ア リ ニ 中生 代後期 禰曲地 域 ： 6 一ア レ イ ン ス キ周縁 凹地 ；7 一

ヒ ン ガ ノ ープ レ イ ン ス キ ・メ ガ

複背余IH 原生界 古生界，中生 界下 部 か ら成 る ； 8 一
シ ホ テ ーア リ ニ

，
プ リブ レ ジ ヌ イ複背斜 古 生 界上

部 と中生 界下 部 か ら成 る ；9 一
シ ホ テ

．ア リ ニ 複背斜帯の 変 成 した 基 盤 地 塊 ；10 皿
複向 斜，主 に ジ ュ ラ系

と白亜 系 に埋 ま る ；11一緩 やか に 褶曲 した 中生代の 被覆層をもつ 仮説の タフ タ ・
マ ッ シーフ ；12一セ ノ ン

期
一
古第三 紀 の 東 シ ホ テ ア リ ニ 火山 帯 と，こ れ と同 時に で き た 火 由構造 ；13一鮮新世 一第 四紀 の 玄 武 岩の

被覆 層 ；14〜17一サ ハ 1♪ン
ー
北海道新生代褶曲系 ：14一西サ ハ リン ・メ ソ 地 向斜 帯，新第三 紀 に 褶 曲 ；15

一束 サ ハ リ ン 優地 向斜 帯，白 亜 紀 末に 裾曲 ：a
一

三 畳 系 一
セ ノマ ン 階 コ ン プ レ ッ クス ，6 一中生界上部 コ

ン プ レ ッ クス ；16一地 表 の オ フ ィ オ ラ イ ト・コ ン プ レ ッ ク ス （a ） と，地 球物理 学 的 データか ら推定 され

る埋 没 した オ フ ィ オ ラ イ ト ・
コ ン プ レ ッ クス （6） ；17一すべ て の 構 造 帯 中 の 新第三 紀

一第 四紀 の 盆地

地 溝， 凹 地 ；18一縁 海 の 深 海盆 ；19一押 しか ぶ せ 断層，逆断層，断 層タ イプ の 断 裂 と，細 分 しない 断 裂，

　○ の 中の 数字 ： 1 一プ レ イン ス キ周縁 凹 地 ；2 一
ヒ ン ガ ノ

・ブ レ イ ン ス キ ・メ ガ複背斜 ；3 一
ア ム

ール

川 下 流 複向 斜 ； 4 一大 シ ホ テ ・・ア リ ニ 由脈 の 複背斜 ； 5 一東 シ ホ テ ア V 二 複向 斜 ； 6 一
プ 1，プ レ ジ ヌ イ

（テ チューへ ） 複背 斜 ； 7 一東 シ ホ テ ア リ ニ 火 山 帯 ； 8 一タフ タ ・
マ ッ シ ーフ ：9 一

ア ム
ール 川 中 流 盆

地 ；10一ツ グル 地 溝帯 ；11一パ ジ ャ ル 火 山 構造 性 盆 地 ；12一プ レ イ ン ス キ ・メ タ卓 状 地 マ ッ シ
ー

フ ；13一

ハ ン カ ・メ タ 卓状 地 マ ァ シ
ーフ ；14一ア ル セ ニ エ フ 帯 ；15一南 ブ 1Jモ ル ス カ ヤ 帯 ；16 一

西 プ IJ モ ル ス カ ヤ

・
オ
ーラ コ 地 向斜 褶曲 帯 ；17一中朝 卓 状 地 ；18　ア ル タ ン

ース タ ノ ボ イ楯状 地 ；19一ア ム
ール ー

オ ホ
ーツ

ク 褶 曲 系 ；20一ゼ イ ス コ
ーウ ダ周縁 凹 地 ；21一セ レ ム ジ ャ 周縁 凹 地 ；22 一

西 サ ハ リ ン 褶曲帯 ；23　一束 サ ハ

リ ン 褶 曲帯 ；24 一北 サ ハ リ ン 横 断 凹 地 ；25一オ ヒ ン ス コ エ 隆起

4 ．環 日本海地域の 自然研究 にお け る国際 協力に っ いて

　環 日本海 陸域 と 日本海域に 関す る 自然科学的な調査研究は 、将来 の 学術文化交流 の重要な
一

環

で あ り、経済圏発展 の た め の 基礎 で あ る。それを進展 さぜ るた め に は 、凵本海沿岸 の 諸国
・諸地

域の 、研究機関と研究者聞の 相互交流 の 促進 と、政 治的
・経済的な協力体制 の 確立 が 不可欠 の 条

件で あ る。

　沿岸諸国 の 協力に よ っ て
、 将来に わ た っ て 解明 さ れ る べ き課題ば ま こ とに 多面 的 で ある 。「H

本海域 の 自然 誌」 の ア ウ ト ラ イ ン を 、諸国の 協力に よ っ て 描き出す こ とは、近 い 将来の 具体的な

目標 と な りうる テ
ー−

7 で あろ う。そ の 内容 とな る 分野
・課題に は 、た とえ ば以 トの よ うなもの が

考えられる 。

　〔1）　日本海域に つ い て は 、 日本海 の海水 ・海流 ・気象を含めた海洋誌、海底 の 地形 ・地質 と堆

積物 、沿岸 と沖合の 海洋生物誌、水産生物誌な ど。

　  　環 日本海陸域 に つ い て ぽ 、地質 とテ ク ト ユ ク ス 、鉱物資源 の 分布 と特性 、気候 と植生分布、

陸上 及び陸水の動物相、渡 り鳥の 挙動な ど。

　  　沿岸 諸地域 の 自然災害 と環境保全 の 問題

　こ れ らの 諸課題 の 解HJJに は 、 将来の 長期に わ た る蓄積が 必要 で あ る こ と は 云 うま で もな い 。条

件の と との っ た個別 の 分野
・課題か ら は じめ て 、情撮の 交換 、 人の交流 討論会 ・シ ン ポ ジ ウ ム

の 開催 、 協同調査研究の 実施な ど に よ っ て 、
一

歩を進め る 努力 が肝要 で あろ う。
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第 6 図　日本海の 形 成過程に関す るひ と っ の 仮説 （裂開説）。ベ ル セ ネ フ と べ ズ ヴ ェ ル フ ネム

　　　 （1988）。E．E．ミラ ノ フ ス キー 「ソ連邦の 地質」 第 3 巻（1991）、押手　敬訳 （1995）によ る。
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Summary

　On　 the　 Japan　 Sea　 floor　 and 　 the　 Circun1・Japan　 Sea　 land　 areas ，　 recent 　 compilatiorls 　 of

geologicahnformations　are 　briefly　reviewed ．　Geological　maps 　in　scale 　l ： LOOO，000　have　been

published 　in　recent 　 years　 on 　the　regions 　of　 Notheast　 China，　 Russian　Far　 East，　 Korean

peninsula，　 and 　the　Japanese　Islan〔量s．

　As　the　basis　for　the　future　prQmDtion 　of 　economic 　cooperat 量on 　and 　development　of 　the

Circum−Japan　Sea　reg1ons ，　 internationa［ scientific 　 exchanges 　 and 　lolnt　 works 　between

countries 　 and 　 regions 　 surrounding 　the　Japan　Sea　are 　necessary 　in　various 　fields　of 　naturai

sciences 　 and 　technology ，　 which 　irlclude　 marine 　 sciences ，　biolGgy，　biogeography，　geology ，　 and

enVirOnrrlental 　 SCienCeS ．
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